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平成 28年度 

社会福祉士・精神保健福祉士 

実習演習担当教員講習会 
 

【 開 催 要 項 】 

 

 
 

 

「社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習会」は、厚生労働省令に定められた社会福祉士ならびに精神

保健福祉士の養成課程における実習・演習科目担当教員の要件を満たすための認定講習会として、社会福祉士、精神

保健福祉士の実習演習科目担当教員の資質向上を目的に開催しています。 

社会福祉士については、新カリキュラム施行後、丸 6 年が経ち、社会福祉士実習演習担当教員講習会の修了者は、

平成20（2008）年から平成27（2015）年までで、延べ4,300名あまりとなりました。 

日本社会福祉士養成校協会（社養協）としましては、社会福祉士及び介護福祉士法改正時の本来の趣旨である「社

会福祉士が社会福祉士を育てる」ことを基本とすべきであるとしています。社会福祉士実習指導者については、「社

会福祉士資格取得後、相談援助業務に3年以上従事し、講習会を修了した者」という要件が定められていますが、社

会福祉士実習演習担当教員には社会福祉士資格の有無は問われていないのが現状です。 

また、社会福祉士及び介護福祉士法改正後、特に司法・教育・保健医療分野への社会福祉士等の職域拡大がなされ、

今後も活躍が期待されているところです。さらに、「誰もが支え合う地域の構築に向けた福祉サービスの実現－新た

な時代に対応した福祉の提供ビジョン－」（平成 27（2015）年 9 月 厚生労働省）において示された、地域包括支援

体制を担う社会福祉士等を養成することも求められています。 

上記のことから、より一層、社会の期待に応えられる社会福祉士を養成するためには、社会福祉士養成校の教員の

資質及び教育の質の向上が必須であると考えておりますことから、養成現場においても、本講習会において、受講要

件を明確にすることで、「社会福祉士が社会福祉士を育てる」ことが基本となるように進めて参ります。 

皆様におかれましては、ご理解下さいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。なお、精神保健福祉士各分野

につきましては、昨年同様要件を設けずに実施します。 

 

主 催：一般社団法人日本社会福祉士養成校協会／一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会 
後援（予定）: 公益社団法人日本社会福祉士会／公益社団法人日本精神保健福祉士協会 

   公益社団法人日本医療社会福祉協会／一般社団法人日本社会福祉教育学校連盟 

＜社会福祉士各分野の申込をされる方へ＞ 

 
平成28年度より社会福祉士各分野の受講者は、原則として下記①②のいずれかに該当する者とします。 

（詳細については、開催要項p.2でご確認ください） 

 

① 社会福祉士養成校において実習演習科目を担当する予定があり、着任予定の当該養成校からの証明がある者 

② 社会福祉士国家資格を有している者 

 

また、「社会福祉に関する実務経験がある者」、「社会福祉士養成にかかるティーチング・アシスタント（TA）の

経験がある者」、「大学院において、社会福祉・ソーシャルワークに関する学位を取得した者（見込含む）」の項目

に該当する者等も上記①②に次いで選定される場合があります。 

なお、スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程においてスクール（学校）ソーシャルワーク専門科目群を

担当する予定があり、着任予定の当該養成校からの証明がある者については、受講が優先されます。 
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◆本講習会の概要 

 

「社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習会」は、厚生労働省令に定められた社会福祉士な

らびに精神保健福祉士の養成課程における実習演習科目担当教員の要件を満たすための認定講習会として、

社会福祉士・精神保健福祉士の実習演習科目担当教員の資質向上を目的に開催します。 

 

●本講習会は、両資格毎に「基礎分野講習」、「実習分野講習」、「演習分野講習」の３分野で構成されており、 

① 社会福祉士の実習科目のみを担当する方は、「社会福祉士基礎分野講習」及び「社会福祉士実習分野講習」を、 

② 社会福祉士の演習科目のみを担当する方は、「社会福祉士基礎分野講習」及び「社会福祉士演習分野講習」を、 

③ 社会福祉士の実習・演習科目両方を担当する方は、「社会福祉士基礎分野講習」、「社会福祉士実習分野講習」及

び「社会福祉士演習分野講習」の全てを、 

④ 精神保健福祉士の実習科目のみを担当する方は「精神保健福祉士基礎分野講習」及び「精神保健福祉士実習分野

講習」を、 

⑤ 精神保健福祉士の演習科目のみを担当する方は、「精神保健福祉士基礎分野講習」及び「精神保健福祉士演習分

野講習」を、 

⑥ 精神保健福祉士の実習・演習科目両方を担当する方は、「精神保健福祉士基礎分野講習」、「精神保健福祉士実習

分野講習」及び「精神保健福祉士演習分野講習」のすべてを、 

⑦ 社会福祉士と精神保健福祉士の実習・演習を担当する方は「社会福祉士基礎分野講習」、「社会福祉士実習分野講

習」、「社会福祉士演習分野講習」、「精神保健福祉士基礎分野講習」、「精神保健福祉士実習分野講習」、「精神保健

福祉士演習分野講習」を受講することが必要です。 
（社会福祉士有資格者は「社会福祉士基礎分野講習」が、精神保健福祉士有資格者は「精神保健福祉士基礎分野講

習」が免除されます。） 
●「基礎分野講習」は１日、「実習分野講習」と「演習分野講習」は各４日間の日程で開催します。 
 
◆社会福祉士各分野の受講対象 
 

平成28年度より社会福祉士各分野の受講者は、原則として下記①②のいずれかに該当する者とします。 

 

①社会福祉士養成校において実習演習科目を担当する予定があり、着任予定の当該養成校からの証明がある者 

  申込時点で社会福祉士養成校において実習演習科目を担当することが決定している者については、受講申込書⑯

に「主たる勤務（予定）養成校」「担当開始（予定）年月日」「専任・非常勤の別」及び「主たる勤務（予定）所属

長・学部長等の責任者の署名・印」を記入してください。 

 

②社会福祉士国家資格を有している者 

  有資格者については、受講申込書⑩に取得年、登録番号を記入し、登録書の写しを添付してください。 

 

また、「社会福祉に関する実務経験がある者」、「社会福祉士養成にかかるティーチング・アシスタント（TA）

の経験がある者」、「大学院において、社会福祉・ソーシャルワークに関する学位を取得した者（見込含む）」の

項目に該当する者等も上記①②に次いで選定される場合があります。 

なお、スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程においてスクール（学校）ソーシャルワーク専門科目群

を担当する予定があり、着任予定の当該養成校からの証明がある者については、受講が優先されます。 

 

◆精神保健福祉士各分野の受講対象 

 

精神保健福祉士各分野の受講対象者は、下記の通りとします。 

 

①今後、実習演習担当教員になる予定の者 

 

②既に教員要件を満たす者で、現在実習演習科目を担当している者 
※本講習会は、現行カリキュラムに対応した教授法や学生指導法等を講義や演習形式で実施します。とりわけ、実

習科目においては、実習施設における実習指導者の要件に、原則として「実習指導者講習会」の受講が義務づけ

られており、現行カリキュラムでの実習内容や実習における手続き及び遵守事項等が全ての実習指導者に伝達さ

れています。今後、養成校教員と実習指導者とが共通認識を持ち、実習演習科目教育を円滑に進めていくために、

既に教員要件を満たしている方においても、受講をご検討ください。 
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◆講習プログラム  ※会場や講師の都合により、科目の順序等が変更になる場合があります。 

 

【社会福祉士基礎分野講習（1日）】 ※社会福祉士有資格の場合、「社会福祉士基礎分野講習」は免除されます。 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

社会福祉士論 

１．社会福祉士の業務・役割と意義 

２．相談援助の概念と範囲 

３．相談援助の理念 

４．相談援助における権利擁護の意義 

講義 1.5時間 

相談援助の基盤と専門職 

１．相談援助に係る専門職の概念と範囲 

２．専門職倫理と倫理的ジレンマ 

３．総合的かつ包括的な援助と多職種連携（チームアプ

ローチ含む）の意義 

講義 1.5時間 

相談援助の理論と方法 

１．人と環境の相互作用 

２．相談援助の対象 

３．様々な実践モデルとアプローチ 

４．相談援助の過程 

５．相談援助における援助関係 

６．相談援助のための面接技術 

７．ケースマネジメント 

８．アウトリーチ 

９．相談援助における社会資源の活用・調整・開発 

講義 3.0時間 

計  6.0時間 

 

 

【社会福祉士実習分野講習（4日間）】 

 

 

 

 

 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

実習指導概論 

１．実習指導の意味と目標 

２．実習担当教員に求められる力量 

３．本科目の構成と内容 
講義 1.5時間 

実習指導方法論Ⅳ（講義） 実習評価の意味と方法 講義 1.5時間 

実習指導方法論Ⅳ（演習） 実習評価票の仕組みと評価基準及び評価方法 演習 2.25時間 

２
日
目 

実習指導方法論Ⅰ（講義） 
１．実習教育マネジメントの意味と対象 

２．実習担当教員の役割 
講義 2.0時間 

実習指導方法論Ⅰ（演習） 
１．実習教育マネジメントの現状と組織の課題 

２．実習担当教員のマネジメント力量の向上 
演習 4.0時間 

３
日
目 

実習指導方法論Ⅱ（講義） 相談援助実習指導の内容 講義 2.0時間 

実習指導方法論Ⅱ（演習） 相談援助実習指導の方法 演習 4.0時間 

４
日
目 

実習指導方法論Ⅲ（講義） 実習教育スーパービジョンの概要 講義 2.0時間 

実習指導方法論Ⅲ（演習） 実習教育スーパービジョンの実際 演習 4.0時間 

計  23.25時間 
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【社会福祉士演習分野講習（4日間）】 

 

 

【精神保健福祉士基礎分野講習（1日）】 ※精神保健福祉士有資格の場合、「精神保健福祉士基礎分野講習」は免除されます。 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

精神保健福祉士論 

１．精神保健福祉士の歴史 

２．精神保健福祉士の業務及び役割 

３．相談援助の概念と範囲 

講義 1.5時間 

精神保健福祉相談援助の基盤 

１．精神保健福祉相談援助に関わる専門職の概念と範囲 

２．専門職倫理と倫理的ジレンマ 

３．精神保健福祉活動における総合的かつ包括的な援助

と他職種連携（チームアプローチを含む）の意義 

講義 1.5時間 

精神保健福祉相談援助の理論と実践 

１．精神保健福祉相談援助の理念 

２．精神保健福祉相談援助の対象 

３．精神科医療の特性 

４．精神科リハビリテーションと精神保健福祉士 

５．さまざまな実践モデルとアプローチ 

６．精神保健福祉相談援助の過程 

７．精神保健福祉相談援助のための方法 

８．相談援助活動の展開 

講義 3.0時間 

計  6.0時間 

 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

相談援助演習概論 
１．相談援助演習の構成と内容 

２．演習の基礎知識の共通理解 
講義 1.5時間 

グループを活用した効果的な演習教育 

１．グループワークの理論 

２．グループワークを活用した演習の進め方 

３．演習展開における課題 

講義 3.0時間 

２
日
目 

相談援助演習方法論Ⅱ（講義） 演習方法の概要 講義 2.0時間 

相談援助演習方法論Ⅱ（演習） 
「相談事例」を活用した総合的かつ包括的な相談援助 

実践の実際 
演習 4.0時間 

３
日
目 

相談援助演習方法論Ⅲ（講義） 演習教材の概要 講義 2.0時間 

相談援助演習方法論Ⅲ（演習） 「地域」で活用される相談援助技術の実際 演習 4.0時間 

４
日
目 

相談援助演習方法論Ⅰ（講義） 
１．シラバスの作り方 

２．評価方法の理解 
講義 2.0時間 

相談援助演習方法論Ⅰ（演習） 
１．シラバス作成の実際 

２．学生指導と評価の実際 
演習 4.0時間 

計  22.5時間 
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【精神保健福祉士実習分野講習（4日間）】 

 

 

【精神保健福祉士演習分野講習（4日間）】 

 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

精神保健福祉援助実習指導概論 

１．精神保健福祉士法改正と実習関連事項の変更 

２．実習指導の意味と目標 

３．実習機関の理解 
講義 1.5時間 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅰ（講義） 
１．実習教育マネジメントの意義と対象 

２．実習教育マネジメントの内容と展開方法 
講義 2.0時間 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅰ（演習） 

３. 担当教員の役割 

４. 実習教育マネジメントに活用するツール、書類様式

等 
演習 4.0時間 

２
日
目 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅲ（講義） １. ソーシャルワークのスーパービジョン 講義 2.0時間 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅲ（演習） 
２. 精神保健福祉援助実習におけるスーパービジョン 

３. スーパービジョンの課題 
演習 3.0時間 

３
日
目 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅱ（講義） １. 実習プログラミングと実習事前指導 講義 2.0時間 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅱ（演習） ２. 地域機関における実習プログラミング 演習 3.0時間 

４
日
目 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅳ（講義） １. 精神科医療機関における実習プログラミング 講義 2.0時間 

精神保健福祉援助実習指導方法論Ⅳ（演習） ２. 実習の評価と事後指導 演習 3.0時間 

計  22.5時間 

日程 科目 内容 形態 時間数 

１
日
目 

精神保健福祉援助演習概論Ⅰ 
１．精神保健福祉援助の内容と構成 

２．演習の基礎知識の共通理解 
講義 1.5時間 

精神保健福祉援助演習概論Ⅱ 
１．精神保健福祉士養成における演習の意義と目的 

２．グループを活用した効果的な演習教育 
講義 3.0時間 

２
日
目 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅱ（講義） １．相談援助場面における演習方法の概要 講義 2.0時間 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅱ（演習） ２．事例を活用した効果的な演習方法  演習 4.0時間 

３
日
目 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅲ（講義） １．コミュニティ場面における演習方法の概要 講義 2.0時間 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅲ（演習） ２．事例を活用した効果的な演習方法 演習 4.0時間 

４
日
目 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅰ（講義） １．シラバスの作り方  講義 2.0時間 

精神保健福祉援助演習方法論Ⅰ（演習） ２．成績評価の内容と方法  演習 4.0時間 

計  22.5時間 
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【社会福祉士基礎分野講習（１日）】 

※社会福祉士有資格の場合、「社会福祉士基礎分野講習」は免除されます。 

 

東
京
Ｃ
会
場 

開 催 日 平成２８年７月２４日（日） 

会 場 
大妻女子大学 千代田キャンパス 本館 ３３２教室（20160706下線部分を修正） 
東京都千代田区三番町12番地 （JR・都営地下鉄新宿線・東京メトロ有楽町線「市ヶ谷駅」より徒歩10分、東京

メトロ半蔵門線「半蔵門駅」より徒歩5分、東京メトロ東西線「大手町駅」より徒歩12分） 

定 員 ８０名程度 

 

 

【社会福祉士実習分野講習（４日間）】（定員各40名程度） 
 

東
京
Ｃ
Ｊ
①
会
場 

開 催 日 平成２８年８月９日（火） ～ ８月１２日（金） 

会 場 

日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 研修室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 6階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

東
京
Ｃ
Ｊ
②
会
場 

開 催 日 平成２８年８月２３日（火） ～ ８月２６日（金） 

会 場 

日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 研修室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 6階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

京
都
Ｃ
Ｊ
会
場 

開 催 日 平成２８年９月６日（火） ～ ９月９日（金） 

会 場 

同志社大学 今出川キャンパス 良心館 １階１０２教室（20160706下線部分を修正） 
 京都府京都市上京区今出川通り烏丸東入 

（地下鉄烏丸線「今出川駅」より徒歩1分、京阪電車「出町柳駅」より徒歩15分、「烏丸今出川」バス停 

より徒歩1分） 
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【社会福祉士演習分野講習（４日間）】（定員各40名程度） 

 

東
京
Ｃ
Ｅ
①
会
場 

開 催 日 平成２８年８月２日（火） ～ ８月５日（金） 

会 場 

日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 研修室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 6階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

東
京
Ｃ
Ｅ
②
会
場 

開 催 日 平成２８年８月２３日（火） ～ ８月２６日（金） 

会 場 

都漁連水産会館 会議室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 5階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

京
都
Ｃ
Ｅ
会
場 

開 催 日 平成２８年９月６日（火） ～ ９月９日（金） 

会 場 

同志社大学 今出川キャンパス 良心館 １階１０１教室（20160706下線部分を修正） 
 京都府京都市上京区今出川通り烏丸東入 

（地下鉄烏丸線「今出川駅」より徒歩1分、京阪電車「出町柳駅」より徒歩15分、「烏丸今出川」バス停 

より徒歩1分） 

 
 

【精神保健福祉士基礎分野講習（１日）】 

※精神保健福祉士有資格の場合、「精神保健福祉士基礎分野講習」は免除されます。 

 

東
京
Ｐ
会
場 

開 催 日 平成２８年７月１７日（日） 

会 場 

日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 研修室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 6階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

定 員 ４０名程度 
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【精神保健福祉士実習分野講習会（４日間）】（定員各40名程度） 
 

東
京
Ｐ
Ｊ
会
場 

開 催 日 平成２８年８月３０日（火） ～ ９月２日（金） 

会 場 

日本社会福祉士養成校協会・日本精神保健福祉士養成校協会 研修室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 6階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

京
都
Ｐ
Ｊ
会
場 

開 催 日 平成２８年９月６日（火） ～ ９月９日（金） 

会 場 

同志社大学 今出川キャンパス 良心館 １階１０５教室 
 京都府京都市上京区今出川通り烏丸東入 

（地下鉄烏丸線「今出川駅」より徒歩1分、京阪電車「出町柳駅」より徒歩15分、「烏丸今出川」バス停 

より徒歩1分） 

 

 

【精神保健福祉士演習分野講習会（４日間）】（定員各40名程度） 
 

東
京
Ｐ
Ｅ
会
場 

開 催 日 平成２８年８月９日（火） ～ ８月１２日（金） 

会 場 

都漁連水産会館 会議室 
東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館 5階 

（JR「品川駅」より徒歩20分、東京モノレール「天王洲アイル駅」より徒歩10分、品川駅港南口「都バス8番の

りば」から品99番系統乗車約10分「港南四丁目」下車徒歩1分） 

 

京
都
Ｐ
Ｅ
会
場 

開 催 日 平成２８年９月６日（火） ～ ９月９日（金） 

会 場 

同志社大学 今出川キャンパス 良心館 １階１０６教室 
 京都府京都市上京区今出川通り烏丸東入 

（地下鉄烏丸線「今出川駅」より徒歩1分、京阪電車「出町柳駅」より徒歩15分、「烏丸今出川」バス停 

より徒歩1分） 

※会場については急遽変更になる場合があります。予めご了承ください。 
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◆教員要件に関するご注意 
 
※社会福祉士各分野講習会の修了をもって、精神保健福祉士各分野の講習会を修了したことにはなりません。

また、精神保健福祉士各分野の講習会の修了をもって、社会福祉士各分野の講習会を修了したことにはなり

ません。教員要件を満たすためには、資格毎に講習会を受講する必要がありますので、お申込みの際にはご

注意ください。（教員要件については、p.10参照） 

 
 
◆受講費（テキスト代別：税込） 

 

・社会福祉士   基礎分野講習（１日）   ： １ ０ ，０ ０ ０ 円 

・社会福祉士   実習分野講習（４日）   ： ４ ０ ，０ ０ ０ 円 

・社会福祉士   演習分野講習（４日）   ： ４ ０ ，０ ０ ０ 円 

・精神保健福祉士 基礎分野講習（１日）     ： １ ０ ，０ ０ ０ 円 

・精神保健福祉士 実習分野講習（４日）   ： ４ ０ ，０ ０ ０ 円 

・精神保健福祉士 演習分野講習（４日）   ： ４ ０ ，０ ０ ０ 円 

 

 

◆申込期限 
 

 

平成２８年６月１３日（月）必着 
 

 

◆申込方法 
 

○ 「平成２８年度社会福祉士・精神保健福祉士実習演習担当教員講習会 受講申込書」に必要事項を記載の

上、申込期限内に郵送でお申し込みください。 

 ＊ 記入事項に間違いや記入漏れがないことを確認してください。記入間違いや記入漏れがある場合は、受

講できない場合があります。 

○ 社会福祉士有資格者は、「社会福祉士登録証」の写しを、精神保健福祉士有資格者は「精神保健福祉士登録

証」の写しを添付してください。 

○ 既に修了済みの講習分野のある方は、当該講習会修了証の写しを添付してください。 

 

 

◆受講者の決定 
 

○ お申し込みいただいた内容を基に、受講の可否を決定します。 

○ 受講可否決定後、お申し込みいただいた全ての方に「受講可否決定通知書」を送付します。 

○ 受講が許可された方には、受講会場と受講料振込の方法をご案内します。受講料収納後の受講票の送付を

もって正式な受講の受付とします。 

○ 応募多数の場合は受講できない場合があります。あらかじめご了承の上、お申し込みください。 

○ 社会福祉士各分野の場合は、p.2の社会福祉士各分野受講対象に該当しないときは、受講できないことがあ

ります。 

 

 

◆修了の認定 

 

○ 本講習会は厚生労働省令に定められた社会福祉士養成課程および精神保健福祉士養成課程の実習演習担当

教員となるための認定講習会です。各講習会の全科目・全日程の受講が修了認定の要件となります。遅刻・

途中退席・早退がある場合は修了証を発行しません。 
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◆キャンセル等 

 

○ この講習会は受講制限をしているため、受講票送付後のキャンセルはできません。 

○ 収納した受講料は返還しません。 

 

 

◆講習会テキスト：各自購入・通読の上、講習会当日に必ず持参してください。 

 

※「受講可否決定通知書」または「受講票」をお送りする際に、テキストの購入申込書を同封します※ 

 

【 基礎分野講習（社会福祉士・精神保健福祉士） 】 

○ 各基礎分野講習では、原則としてテキストは指定しませんが、社会福祉士・精神保健福祉士国家試験科目

の内容を修得していることを前提として進行しますので、事前学習の上、受講してください。 

○ 担当講師より指定・推薦図書の案内がある場合は、「受講可否決定通知書」に同封しますので、各自ご確認

ください。 

   

【 実習及び演習分野講習 】 

○ 社会福祉士実習分野講習は、『相談援助実習指導・現場実習 教員テキスト（第2版）』（社養協編：中央法

規出版/2015 年 8 月）を、社会福祉士演習分野講習は、『相談援助演習 教員テキスト（第 2 版）』（社養協

編：中央法規出版/2015年 8月）を講習会テキストとして使用します。 

 

○ 精神保健福祉士実習分野講習、精神保健福祉士演習分野講習は『教員と実習指導者のための精神保健福祉

援助実習・演習』（中央法規出版/2013年 2月）をテキストとして使用します。 

 

※本講習会は、社会福祉士、精神保健福祉士国家試験の試験科目の内容を修得していることを前提として、進

行します。社会福祉士、精神保健福祉士として必要な知識・技術等について熟知した上で、受講してくださ

い。 

 
◆実習･演習担当教員の要件について  
 

【 社会福祉士 】 

文部科学省・厚生労働省令第2号及び第3号（平成20年 3月 24日）並びに厚生省令第50号（昭和62 年 12 月 15 日）によ

り、以下のとおり定められています。 

① 学校教育法に基づく大学（大学院及び短期大学を含む。）又はこれに準ずる教育施設において、教授、准教授、助教又は講師

として、社会福祉士の養成に係る実習又は演習の指導に関し５年以上の経験を有する者 

② 学校教育法に基づく専修学校の専門課程の専任教員として、社会福祉士の養成に係る実習又は演習の指導に関し５年以上の

経験を有する者 

③ 社会福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に５年以上従事した経験を有する者 

④ 社会福祉士の養成に係る実習及び演習の教員として必要な知識及び技能を習得させるために行う講習会であって、厚生労働

大臣が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣に届けられたものを修了した者その他その者に準ずるもの

として厚生労働大臣が別に定める者 

 

【 精神保健福祉士 】 

精神保健福祉士法（平成九年法律第百三十一号）第七条第二号から第四号まで及び第二十七条の規定に基づき、精神保健福祉士

法施行規則及び精神保健福祉士短期養成施設等及び精神保健福祉士一般養成施設等指定規則の一部を改正する省令により、以下

のとおり定められています。 

① 学校教育法に基づく大学（大学院及び短期大学を含む。）又はこれらに準ずる教育施設において、教授、准教授、助教又は講

師として、精神保健福祉士の養成に係る実習又は演習の教授に関し５年以上の経験を有する者 

② 学校教育法に基づく専修学校の専門課程又は各種学校の専任教員として、精神保健福祉士の養成に係る実習又は演習の教授に

関し５年以上の経験を有する者 

③ 精神保健福祉士の資格を取得した後、相談援助の業務に５年以上従事した経験を有する者 

④ 精神保健福祉士の養成に係る実習又は演習の教員として必要な知識及び技能を修得させるために行う講習会であって、厚生労

働大臣が別に定める基準を満たすものとしてあらかじめ厚生労働大臣に届け出られたものを修了した者その他その者に準ずる

ものとして厚生労働大臣が別に定める者 
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 ＜「スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業」における教員要件について＞ 

 

「スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定に関する規程第6条第6項に規定する科目の教育内容、

教員要件、スクール（学校）ソーシャルワーク実習の指定施設、実習指導者の要件及び認定審査申請等の諸様

式等の改正について（通知）」（平成28年 2月 22日）の5（1）①ハ）、②ニ）、③ニ）において、定めている「本

協会が実施する研修会」の受講要件の一つとして、本講習会を指定する見込みです。 

スクール（学校）ソーシャルワーク専門科目群を担当する予定がある方については、受講申込書⑲に「担当

（予定）科目」、「主たる勤務（予定）養成校名」、「担当開始（予定）年月」、「専任・非常勤の別」及び「証明

する者の署名・印」を記入してください。 

なお、スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業やスクール（学校）ソーシャルワーク課程の教

員要件や最新の情報等については、社養協ホームページ（http://www.jascsw.jp/ssw.html）で確認してくださ

い。                                  （20160512下線部分を修正） 
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【受講申込書送付チェックリスト】 

 受講申込書に記入間違いや記入漏れはありませんか？ 

 社会福祉士教員講習会と精神保健福祉士教員講習会を間違えていませんか？ 

 有資格の方は、資格登録証の写しを同封しましたか？ 

 既に修了済みの講習分野のある方は、修了証の写しを同封しましたか？ 

 

◆ 受講申込書送付用封筒の様式 （角２型封筒を使用のこと） 

 

 

 

※ 書留による郵送を推奨します  

 

（料金不足の場合は、受領せずに返却します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人日本社会福祉士養成校協会 

一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会 
〒108-0075 東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館6階 

社養協 TEL：03-5495-7242 FAX：03-5495-7219 

E-mail：office@jascsw.jp URL：www.jascsw.jp 

精養協 TEL：03-5495-7595  FAX：03-5495-7596 

E-mail：jascpsw@nifty.com URL：www.jascpsw.jp 

 

１０８－００７５ 

東京都港区港南4-7-8 都漁連水産会館6階 

一般社団法人日本社会福祉士養成校協会事務局 

一般社団法人日本精神保健福祉士養成校協会事務局 

Ｈ２８教員講習会 係 

氏名： 
所属： 
住所： 

平成２８年６月１３日（月）必着 


